
参加者数： 

8/1 IIT-D学生 155 

8/2 高校生中心 290 

8/3 高校生中心 375 

8/4 IIT-M学生 135 

8/5 高校生中心 131 

8/6 高校生中心 478 

  

1）8月1日 インド工科大学デリー校（デリー） 

インドにおける日本留学フェア（8/1-8/6までの状況報告） 

2016/08/10 

日本留学フェア日程と参加機関： 
●8/1＠インド工科大学デリー校（IIT-D） ・・在印日本大使館・JST・JASSO・慶應義塾大学・国際大学・静岡大学・ 

東京大学・早稲田大学  

●8/2-3＠国際交流基金ニューデリー日本文化センター ・・在印日本大使館・JST・JASSO・ラーニングシステム社・
慶應義塾大学・九州大学・国際大学・静岡大学・東京大学・名古屋大学・立命館大学・早稲田大学  

●8/4＠インド工科大学マドラス校（IIT-M) ・・在印日本大使館、在チェンナイ日本国総領事館・JST・九州大学・ 

静岡大学・東京大学・長岡技術科学大学・名古屋大学・立命館大学・早稲田大学 

●8/5-6＠AOTS同窓会会場チェンナイ ・・在印日本大使館、在チェンナイ日本国総領事館・JST・ラーニングシステム社・
九州大学・ 静岡大学・東京大学・東京電機大学・北海道大学・立命館大学・早稲田大学 

東京大学国際企画課 

東京大学インド事務所 

2）8月2～3日 国際交流基金ニューデリー（デリー）  

予定通り開催されて、高校教師と学生を

中心に参加者数は合計290名でした。 

平松大使が主賓としてご登壇されました。 

また大使は登壇前に現地プレス（Times 

of India )の取材を受けられました。 

午後、ロボットワークショップも開催され、

無事に終了いたしました。 

終了後、４時半～５時１０分まで参加機関

にお集まり頂き顔合わせ会を行いました。 

会場準備は前日１日から行われて当日午

前９時会場清掃が行われて開催にぎりぎ

り間に合いました。 

翌日、3日は好天に恵まれ、高校の先生と

生徒を主体に375人の参加者を得て無事

終了しました。 

 IIT Delhiでの初の日本留学フェアーは、午後5時～8時15分Lecture Hall No.111にて

開催されて、無事に終了しました。 

IIT Delhi 学生参加者数は合計155人でした。平松大使が主賓としてご登壇され、スピー

チと質疑応答を行いました。 

現地プレスTHE HINDUの記者が参加しました。ブースはセミナー会場外は認められず

会場内で学生対応も同時に行われました。会場は参加人数の倍以上の収容スペース

のため、やや大きすぎた感じがしました。開始時刻は雨はなく、終了時刻時に雨となり

ました。 

平松 駐インド大使のご挨拶 

デリー大学学長の主賓ご挨拶（8/3） 

Dr. Mrs. Renu Wadhwa（産業技術研究所）

による来賓挨拶 （8/1） 
国際交流基金の地下1階に

設置された各大学のブース 

熱心に聞き入る学生 （8/2） 



 午後5時～午後8時15分 Department of 

Engineering Design 棟１階2つの会場

（ブース会場とセミナー会場）にて予定通り

開催され、IIT MADRAS学生の参加者数は

135人でした。学生は途切れることなく、会

場の大きさも適切で盛況感がありました。

セミナー終了は午後8時25分、40名程の

参加者は開始から最後まで残り、熱心に

聞いてくれました。 

終了後はIIT Madras 校VASA教授か

らのご招待により、IIT MADRASゲスト

ハウス食堂で参加機関参加者間の

懇親会が開催されました。静岡大学

が、ヤマハモーターインドの役員の参

加を得て応援演説いただいたことが

注目されました。 

JETROチェンナイより3人のご参加を

頂きました。 

後１時に参加機関の大学紹介を行いました。その他の時間はセミナー

ホールで新幹線紹介ビデオ鑑賞会を行いました。 

この日は高校生主体に４４０名、プラス中学生３０名（ロボットワークショッ 

プに参加）合計約４７０名が参加しました。 

実はこの日、近隣で Global Education Fair Chennai, India. Saturday 

6th Aug 2016 10:00am-5:00pmという競合するイベントが開催されてお

り、期待を上回る来場者数でした。近隣の町、コインバートル近郊の学校

からも参加がありました。これは、同窓会コインバートル支部の広報の結

果のようです。 終了後、参加機関に集まって頂き、懇親夕食会を開催し

ました。前日同様、HIDAさんが会場とホテル間のバス送迎を行ってくれ

ました。 

 本学として初となるチェンナイでの留学フェアーをABK 

AOTS DOSOKAIの協力を得て開催しました。参加学生数は

合計150名弱でロボットワークショップは１組だけの実施で

終わり、来場者数が期待外れでありました。午後2時～3時

東大本郷と会場を結び、東大インド人留学生５人と会場の

学生によるTV会議を行いました。これは初めての試みでし

たが画像音声ともに明瞭で今後やる価値があると実感する

とともに好評でした。 

平日開催はチェンナイでは高校生の来場をあまり期待でき

ないことが判明しました。 HIDAさんが会場とホテル間のバ

ス送迎を行ってくれました。 

翌日、6日はプログラムを一部変更して、午前１１時から午
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3）8/4 インド工科大学マドラス校（チェンナイ） 

4）8/5-6 AOTS同窓会会場（チェンナイ） 

チェンナイ会場からのTV会議の様子 TV会議で発言する東大インド人留学生 

インド工科大学マドラス校に設置された

各大学ブースを訪問する学生 

ロボットワークショップ 



掲載記事（チェンナイ） 

写真は下記のサイトからもご覧いただけま

す。 

 


